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２－１． 回答者の基本属性 

 回答者の基本属性として、性別、年齢、婚姻状況、子の有無、職業、被害で亡くなった方との関係に

ついて分析する。 

 

（１）性別 

回答者の性別について、犯罪被害類型別にみると、女性が占める比率は、性的な被害（87.4％）、配偶

者暴力（69.3％）、児童虐待（56.0％）、ストーカー（50.4％）で高い。一方、男性が占める比率は、交通

事故（79.8％）、財産被害（73.4%）、暴力被害（67.0％）で高い。 

一般対象者では、男性が 73.6％、女性が 26.3％となっている（図表１-１）。 

図表 １-１ 回答者属性別、性別【SC1/SC3、F1】 
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２－１．回答者の基本属性 

（２）年齢 

回答者の年齢について、犯罪被害類型別にみると、ストーカー、児童虐待、性的な被害、暴力被害で

年齢が比較的若い一方、交通事故、財産被害、配偶者暴力は年齢が高い。 

一般対象者では、各世代が比較的均等に回答している（図表１-２）。 

図表 １-２ 回答者属性別、年齢【SC1/SC3、F2】 
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２－１．回答者の基本属性 

（３）婚姻状況 

回答者の婚姻状況について、犯罪被害類型別にみると、未婚者が最も多いのは暴力被害（46.8％）で

あり、既婚者が最も多いのは配偶者暴力（93.9％）である。 

一般対象者では、未婚者が 34.0％、既婚者が 66.0％となっている（図表１-３）。 

図表 １-３ 回答者属性別、婚姻状況【SC1/SC3、F3】 

 

【参考】性的な被害、交通事故、暴力被害の更なる内訳 
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（４）子の有無 

こどもの有無について、犯罪被害類型別にみると、こどもがいるとの回答が最も多いのは配偶者暴力

（80.7％）、いないとの回答が最も多いのは暴力被害（61.5％）である。 

一般対象者では、こどもがいるとの回答が 53.6％、いないとの回答が 46.4％である（図表１-４）。 

図表 １-４ 回答者属性別、子の有無【SC1/SC3、F4】 
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（５）職業 

回答者の職業について、犯罪被害類型別にみると、配偶者暴力では「パート・アルバイト」

（21.9%）、児童虐待では「無職」（25.7％）、性的な被害では「専業主婦・主夫」（26.9%）との回答が最

も多く、その他の類型は「会社勤務（一般社員）」との回答が最も多い。 

 一般対象者では、「無職」（24.7％）、「会社勤務（一般社員）」（24.6％）の順で回答が多くなっている（図

表１-５）。 

図表 １-５ 回答者属性別、職業【SC1/SC3、F5】 
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２－１．回答者の基本属性 

【参考】性的な被害、交通事故、暴力被害の更なる内訳 

 

 

 

（６）被害で亡くなった方との関係 

回答者と被害で亡くなった方との関係については、図表１-６のとおり。 

図表 １-６ 被害で亡くなった方との関係（複数回答）_交通事故、暴力被害【SC1/SC3、Q2】 
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